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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 271,577 △2.4 3,682 13.0 3,557 14.4 2,057 21.2
27年3月期第2四半期 278,389 1.9 3,259 38.6 3,108 40.5 1,696 36.2

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 1,491百万円 （△33.1％） 27年3月期第2四半期 2,230百万円 （9.5％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 10.86 ―
27年3月期第2四半期 9.01 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第2四半期 224,181 55,251 24.4
27年3月期 235,359 54,834 23.1
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 54,694百万円 27年3月期 54,290百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00
28年3月期 ― 0.00
28年3月期（予想） ― 6.00 6.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 590,000 4.2 9,000 9.1 8,500 6.7 5,200 6.4 27.43



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、四半期決算短信［添付資料］３ページ「２．（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

（注）従業員持株ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式を、期末自己株式数に含めております（28年３月期２Ｑ 2,799,000株 27年３月期 3,375,000株）。
また、従業員持株ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式を、期中平均株式数（四半期累計）の計算において控除する自己株式に含めております（28年３月期
２Ｑ 3,050,770株 27年３月期２Ｑ 4,144,027株）。

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく

四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実

際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信［添付資料］２ページ「１．（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 192,712,926 株 27年3月期 192,712,926 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 3,050,933 株 27年3月期 3,624,711 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 189,411,304 株 27年3月期2Q 188,322,346 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、新興国経済の成長鈍化により輸出・生産が低迷するなど一部に弱さ

がみられましたが、雇用・所得環境の改善を背景に個人消費が底堅く推移するとともに、企業収益の改善により設

備投資が持ち直しの動きをみせるなど、景気は緩やかな回復基調を辿りました。先行きにつきましては、内需を中

心とした景気の回復が期待される一方で、中国をはじめとする新興国経済の減速や資源価格の下落など海外経済の

懸念材料が景気を下押しするリスクとなり、依然として不透明な状況にあります。 

こうしたなか、当社グループは本年４月からスタートさせた中期経営計画「イノベーション２１」第二次計画に

おいて、「成長が見込める市場、地域での事業拡大」「顧客価値創造型ビジネスへの進化」「国際マーケットにお

けるコーポレートブランドの価値向上」を基本方針に掲げ、新たな成長ステージを目指す事業展開とグループ全体

の収益基盤の強化に努めてまいりました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は271,577百万円（前年同期比2.4％減）、営業利益

は3,682百万円（前年同期比13.0％増）、経常利益は3,557百万円（前年同期比14.4％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は2,057百万円（前年同期比21.2％増）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

なお、第１四半期連結会計期間から、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「３．四半期連結

財務諸表（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）Ⅱ ２．報告セグメントの変更等に

関する事項」をご覧ください。 

（ＩＴインフラ流通事業） 

法人向け市場では、ＩＣＴ（情報通信技術）活用が進む教育市場への取り組みやスマートフォンを含めたモ

バイルデバイスビジネスにおいては、順調に成果をあげることができましたが、主力商材であるパソコンにつ

いては、前年度の第１四半期まで続いた旧ＯＳ搭載パソコンの更新需要に伴う反動が影響し出荷台数は減少し

たため、売上は前年同期を下回りました。一方、個人向け市場でも同様に、パソコンの出荷台数が減少したこ

とに加えて、消費者の根強い節約志向もあり、周辺機器や家電製品においても需要が低迷したため、売上は前

年同期を下回りました。また、利益面でも、売上減少に加えて円安に伴う仕入価格の上昇や他社との競争激化

の影響を受け、前年同期を下回りました。以上の結果、当事業の売上高は、230,360百万円（前年同期比3.8％

減）、営業利益は1,903百万円（前年同期比15.0％減）となりました。 

（繊維事業） 

合繊部門では、原綿は国内外ともに旺盛な需要に支えられた衛生材用途の販売が拡大し、不織布製品も除菌

関連を中心とするレーヨン系不織布と高付加価値商品を志向したコスメ分野が好調に推移しました。また、レ

ーヨン部門では、不織布用原綿や衣料用機能性原綿の販売が拡大するとともに、対米向け防炎素材も円安効果

により収益が向上し、樹脂加工部門でも、震災復興向け関連商品の受注が堅調に推移しました。さらに、衣料

製品部門では、主力のニット・カジュアル製品や欧米向け・婦人向けのインナー製品に加え、ブランド製品が

子ども向け・スポーツ向けともに受注が伸長しました。以上の結果、当事業の売上高は33,039百万円（前年同

期比10.8％増）、営業利益は1,336百万円（前年同期比147.2％増）となりました。 

（工作・自動機械事業） 

工作機械部門では、主力の立旋盤について、国内における重電・鉄道分野に加えて、航空機分野が国内外と

もに堅調に推移しましたが、売上につきましては、前年度の第４四半期に集中した反動や一部が第３四半期に

ずれこんだことから減少しました。一方、自動機械部門では、医薬品関連の見本市（インターフェックスジャ

パン）に最新鋭のスマートカートナーを出展するなど拡販に努め、医薬品分野を中心に前年同期並みの収益を

確保しました。以上の結果、当事業の売上高は5,854百万円（前年同期比12.0％減）、営業利益は416百万円

（前年同期比9.1％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金の減少等により前連結会計年度末に比べて11,177

百万円減少し224,181百万円となりました。また、負債は、支払手形及び買掛金の減少等により前連結会計年度末

に比べて11,594百万円減少し168,930百万円となり、純資産は、利益剰余金の増加等により前連結会計年度末に比

べて416百万円増加し55,251百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の連結業績予想につきましては、平成27年５月８日に公表しました平成28年３月期の通期の連結

業績予想から変更をしておりません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(４)、連結会計基準第44－５項(４)及び

事業分離等会計基準第57－４項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,478 14,081 

受取手形及び売掛金 111,251 99,358 

商品及び製品 29,972 31,554 

仕掛品 2,837 3,928 

原材料及び貯蔵品 1,746 2,078 

その他 10,183 9,733 

貸倒引当金 △371 △342 

流動資産合計 170,097 160,392 

固定資産    

有形固定資産    

土地 24,513 24,472 

その他（純額） 20,477 20,380 

有形固定資産合計 44,990 44,853 

無形固定資産    

のれん 6,005 5,289 

その他 3,171 2,857 

無形固定資産合計 9,177 8,146 

投資その他の資産    

その他 11,404 11,088 

貸倒引当金 △311 △299 

投資その他の資産合計 11,093 10,789 

固定資産合計 65,261 63,789 

資産合計 235,359 224,181 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 105,815 97,199 

短期借入金 19,601 19,120 

未払法人税等 1,138 1,138 

賞与引当金 2,308 2,338 

その他の引当金 256 193 

その他 9,360 8,687 

流動負債合計 138,480 128,678 

固定負債    

長期借入金 27,916 25,989 

退職給付に係る負債 6,721 7,002 

その他 7,406 7,259 

固定負債合計 42,044 40,252 

負債合計 180,525 168,930 

純資産の部    

株主資本    

資本金 21,696 21,696 

資本剰余金 7,887 7,887 

利益剰余金 24,896 25,798 

自己株式 △552 △467 

株主資本合計 53,928 54,915 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,663 1,472 

繰延ヘッジ損益 85 △17 

為替換算調整勘定 △1,509 △1,628 

退職給付に係る調整累計額 123 △46 

その他の包括利益累計額合計 362 △220 

非支配株主持分 543 556 

純資産合計 54,834 55,251 

負債純資産合計 235,359 224,181 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 278,389 271,577 

売上原価 255,052 248,018 

売上総利益 23,336 23,559 

販売費及び一般管理費 20,077 19,876 

営業利益 3,259 3,682 

営業外収益    

受取利息 18 19 

受取配当金 89 93 

販売支援金 71 94 

持分法による投資利益 72 57 

その他 213 145 

営業外収益合計 464 410 

営業外費用    

支払利息 340 280 

その他 275 256 

営業外費用合計 615 536 

経常利益 3,108 3,557 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 132 

特別利益合計 － 132 

特別損失    

関係会社整理損 － 15 

減損損失 0 26 

その他 － 16 

特別損失合計 0 58 

税金等調整前四半期純利益 3,107 3,630 

法人税、住民税及び事業税 1,092 1,655 

法人税等調整額 302 △104 

法人税等合計 1,394 1,550 

四半期純利益 1,713 2,080 

非支配株主に帰属する四半期純利益 16 22 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,696 2,057 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 1,713 2,080 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 314 △195 

繰延ヘッジ損益 122 △103 

為替換算調整勘定 △24 △88 

退職給付に係る調整額 107 △169 

持分法適用会社に対する持分相当額 △3 △32 

その他の包括利益合計 516 △588 

四半期包括利益 2,230 1,491 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,168 1,474 

非支配株主に係る四半期包括利益 61 16 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
ＩＴイン
フラ流通
事業 

繊維事業 
工作・ 
自動機械
事業 

計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
239,349 29,827 6,650 275,828 2,560 278,389 － 278,389 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

102 22 － 125 541 667 △667 － 

計 239,452 29,850 6,650 275,954 3,102 279,056 △667 278,389 

セグメント利益 2,240 540 458 3,239 19 3,259 0 3,259 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気機器の組立・製造・

販売業、ゴム製品製造販売業、ホテル業、ゴルフ場業、不動産業、保険代理店業及びエンジニアリング

業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、主にセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自  平成27年４月１日  至  平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
ＩＴイン
フラ流通
事業 

繊維事業 
工作・ 
自動機械 
事業 

計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
230,360 33,039 5,854 269,254 2,323 271,577 － 271,577

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

74 8 － 82 330 413 △413 － 

計 230,435 33,047 5,854 269,337 2,653 271,991 △413 271,577

セグメント利益 1,903 1,336 416 3,656 25 3,682 0 3,682

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴム製品製造販売業、ホ

テル業、ゴルフ場業、不動産業、保険代理店業及びエンジニアリング業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、主にセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間より、従来の報告セグメントである「化合繊・機能資材事業」と「衣料品・生活

資材事業」の区分を統合して、「繊維事業」セグメントに区分しております。

これは、当期からスタートした中期経営計画「イノベーション２１」第二次計画において、各繊維事業会

社の持つ素材、販路、研究開発などを共有し、繊維事業としてより一層一体の事業運営を行う方針が定めら

れたことに伴い、経営管理区分を見直したことによるものです。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成した

ものを開示しております。
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